
特別展 運慶―女人の作善と鎌倉幕府― 令和 6年 11月 29日～令和 7年 2月 2日 
 
１章 京・東国の造仏と女人―平安から鎌倉へ― 

  №１  天王立像 平安～鎌倉時代 神奈川・大善寺 

№２  『法華経』（運慶願経） 寿永二年（1183） 京都・真正極楽寺 国宝 

№３  勢至菩薩坐像 平安～鎌倉時代 個人蔵 

 №４  観音・勢至菩薩立像 鎌倉時代 京都・清水寺 重要文化財 

    №５  地蔵菩薩坐像 治承元年（1177） 静岡・瑞林寺 重要文化財 

№６  月輪形銘札 文治五年（1189） 神奈川・浄楽寺 重要文化財 

№７  『転法輪抄』密教帖下（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・称名寺 国宝 

№８  阿弥陀如来坐像 鎌倉時代 静岡・願生寺 

  №９  毘沙門天立像 鎌倉時代 個人蔵 
   

２章 北条政子と大弐局の造仏 

 №１０ 『言泉集』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・称名寺 国宝 

№１１ 鬼瓦（永福寺出土） 鎌倉時代 鎌倉市教育委員会 

    参考展示 東大寺転害門鬼瓦拓本 現品：鎌倉時代 近代 個人蔵 

№１２ 十二神将立像 鎌倉時代 神奈川・曹源寺 重要文化財 

    №１３ 不動明王坐像（旧埼玉県・保寧寺伝来） 鎌倉時代 個人蔵 

    №１４ 『東寺講堂御仏所被籠御舎利員数』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・ 称名寺 国宝 

№１５ 『東寺講堂御仏御舎利員数』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・ 称名寺 国宝 

№１６ 『被籠東寺講堂仏真言』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・ 称名寺 国宝 

№１７ 『東寺講堂仏共被籠真言』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・ 称名寺 国宝 

№１８ 『讃仏乗抄』（称名寺聖教のうち） 鎌倉時代 神奈川・称名寺 国宝 

№１９ 四天王立像 鎌倉時代 京都・海住山寺 重要文化財 

№２０ 伝毘沙門天立像（大仏殿様四天王像のうち広目天） 鎌倉時代 個人蔵 

№２１ 四天王立像（大仏殿様変形）南北朝時代 個人蔵 

№２２ 薬師如来坐像 鎌倉時代 神奈川・寿福寺 重要文化財 

№２３ 大威徳明王像及び像内納入品 運慶作 建保四年（1216） 神奈川・光明院 重要文化財 
   
３章 運慶作瀬戸神社舞楽面と『頬焼阿弥陀縁起絵巻』の世界 

    №２４ 舞楽面 抜頭 運慶作 建保七年（1219） 神奈川・瀬戸神社 重要文化財 

        舞楽面 陵王 鎌倉時代 神奈川・瀬戸神社 重要文化財 

№２５ 厨子入薬師如来坐像及び両脇侍立像・十二神将立像・四天王立像 神奈川・宝生寺 鎌倉時代 

№２６ 頬焼阿弥陀縁起絵巻 鎌倉時代 神奈川・光触寺 重要文化財 

№２７ 頬焼阿弥陀縁起絵巻（副本） 江戸時代 神奈川・光触寺  
 

展示替 

 №２  『法華経』（運慶願経）巻２、３、４……11月 29日～12月 27日 

巻５、６、７……1月 5日～2月 2日 

№１９ 四天王立像         持国天・増長天……12月 6日～1月18日 

広目天・多聞天……12月21日～2月 2日  

    №２６ 頬焼阿弥陀縁起絵巻  上巻……1月18日～2月 2日 

下巻……1月 5日～1月19日 

№２７ 頬焼阿弥陀縁起絵巻（副本）  上巻……11月29日～1月17日 

下巻……11月 29日～12月27日、1月21日～2月 2日 
 

特集展示 称名寺の伝運慶仏（１階吹抜展示室） 

    №１ 地蔵菩薩坐像 鎌倉時代 神奈川・称名寺 

    №２ 聖徳太子立像 鎌倉時代 神奈川・称名寺 

    №３ 順忍書状（称名寺聖教紙背） 鎌倉時代 神奈川・称名寺 国宝 
 

※作品保護の観点などから、臨時で展示替えなどがある場合もあります。         神奈川県立金沢文庫 


